
スタッフの雇用について



採用面接マニュアル

基本編 



面接の流れ

1.会社紹介
（理念）

2.仕事紹介
（内容）

3.志望動機の
ヒアリング

4.希望の働き
方ヒアリング

5.条件提示



面接の心構え
面接は緊張する場面である。 

相手の緊張を解きほぐすようリラックス多自然な姿で接する。 

面接とはどのような場所であるべきか？ 
企業が応募者を選ぶ場であり応募者が企業を選ぶ場

応募者自身が自分を十分に表現出来た実感が持てる場

公正に評価されたという印象を応募者に与える場 



面接官のあるべき態度とは 

応募者に敬意を払い学生であっても個人を尊重する

応募者の価値観、経験、人格を否定しない

質問をする際は詰問にならないように注意する

家庭の事情など採用に関係のない質問はしない

帰り際も誠意を持って見送る 

少なくとも応募者に敬意を払い

「今日は当社の面接に来ていただいて感謝します」と 

　いう態度をとることが重要である。



面接官として絶
対やってはいけ
ない態度

１．あくび、居眠り　　２．腕組み

３．背もたれに持たれて座る　４．自分ばかり喋る

５．話を否定する　　６．他社を悪く言う

７．適当な返答をする　　８．しかめっ面

９．目を合わせない　　１０．パソコンを操作する

代表例を10個挙げたが応募者に敬意を払っていれば

どれも回避できる行為



面接での座席設定について 

応募者に質問をする前に出来る準備がある。

それは座る位置を決めること。 

応募者と共感し合える席の配置とは？ 

斜めに45度くらいで話す 

相手が安心して話せるスタイル。 

向き合いもせずそっぽを向くわけでもない対等な関係を表し

ている。 



応募者に好
感を持たれ
る面接官の
スキル 

（１）笑顔で接しうなづきや相槌を
打って話を聴く 
• 面接官が笑顔で接して自分の話に反応してく
れるから自分のことを話す気になれるのであ
る。 

（２）応募者の話のペースやトーンに
合わせて会話する 
• 応募者のペースに合わせることで話を引き出
すきっかけを作ることが出来る。 

（３）話の内容を要約して相手
に返す 



面接のやり方手順 

▪ １．挨拶 

▪ 柔らかい笑顔で応募者に挨拶をする。 

▪ ２．自己紹介 

▪ 「〇〇の〇〇です。今日はよろしくお願いします。」

▪ と、しっかり名乗る。 

▪ ３．導入 

▪ いきなり質問から入るよりも

▪ 場を和ますことを心がける。  



面接のやり方手順
▪ ４．質問開始 

▪ 面接官側も柔らかい表情を忘れずに質問をしていく。 

▪ 質問内容 

▪ 状況　どのような仕事をしていましたか？ 

▪ 仕事　具体的な仕事内容は？ 

▪ 役割　その仕事でのあなたの役割は何ですか？ 

▪ 目的　なぜ募集されましたか？ 

▪ 希望　この仕事で何を期待していますか？ 

▪ 答えてもらった質問に対して

▪ しっかり反応（リアクション）することが重要である。  



合否の連絡について 
▪ 質問が終了したら

　「では、これで今日の面接は終了します。お疲れ様でした。」

　と言って終了する。 

▪ この時、忘れてはならないのは以下の２点。

▪ 合否の連絡方法と連絡予定期間を伝えること。 

▪ 例えば「合否に関わらず１週間以内にご連絡します」

　という具合。 



お見送り 

終了後は玄関までしっかり見送りる。

面接の内容がどうであれ

柔らかい笑顔を最後まで忘れてはいけない。

 

別れ際の印象は人間はしっかり焼付くものである。

応募者が印象良く退社出来る様最後まで気を抜かず対応する。 



採用面接のマインドセット 

基本方針：応募者全員採用 



仕事内容の確認 



サービス管理責任者 
 

サービスの質向上のために、 
個別支援計画を作成し、 

アセスメント・モニタリングを実施。 
 

最低でも6ヶ月に1度、 
個別支援計画を改善していく 



サービス管理責任者 
 

個別支援計画に基づき、 
 

サービス内容を改善したり 
スタッフミーティングを行ったり 

外部連携したり 
といったことを担当する。 





各種マニュアル・書類の整備 

 
虐待予防マニュアル 
感染予防マニュアル 

相談・苦情・事故対応マニュアル 
防犯マニュアル 

 
利用者さん金銭管理表 

緊急連絡先一覧 

（内容確認・修正提案）など 



世話人 
 

サービス管理責任者が作成した 
個別支援計画・サービス内容に基づき、 
実際に利用者さんに対して支援を行う 







介護業界出身者に

響くトーク



介護出身者の主な退職理由



1.「仕事の
大変さの割
に給料が安

い」

2.利
用

者
さんと

の
関

係3.閉鎖
的

な人

間
関

係



肉体的負担 〜３K〜



3K 

 

きつい・臭い・危険 



【きつい】 

腰を痛める、暑い、生活リズムが不安定 

【臭い】 

排泄物 

【危険】 

集団感染、事故が死に直結する 



負担が大きい割に 

お給料が安い 



ヘルパー初年度の平均給与：15万円/月 

ヘルパー暦5年の平均給与：18.5万円/月 

ヘルパー暦6年の平均給与：20万円/月 

ヘルパー暦20年の平均給与：26万円/月  



ボーナスを抜いた平均月額給与は 

初年度で12万円程度 

５年目で15万円程度 



私たちが提示するお給料の目安は 

月額25万円前後 

 
※介護業界のボーナス抜きの平均月額給与は 

初年度で12万円程度 

５年目で15万円程度 



明るい未来



キャリアパスを活用する



介護はロボットに代替できる 

 

障害は人間にしかできない 



負担が少ない割に 

お給料は同水準以上を確保できる 



1.「仕事の大変さの割に給料が　 

　　安い」 

 

2.利用者さんとの関係 

 

3.閉鎖的な人間関係 

介護出身者の主な退職理由 



2.利用者さんとの関係に 

悩んでいる人 

障がい者自立支援の 
前向きさをアピール 



介護 

ダメなところにフォーカスし予防する 
 

〜〜しないように〜〜する。 



福祉＝前向き 

強みにフォーカスし、 
それを伸ばすようにする。 

 
できない部分は補完し、 
できる部分を伸ばす。 



福祉＝前向き 

人の成長に関われるから 
やりがいがある 

 
支援に対して 

言葉・表情・行動で応えてくれるから 
やりがいがある 



1.「仕事の大変さの割に給料が　　 

　　安い」 

 

2.利用者さんとの関係 

 

3.閉鎖的な人間関係 

介護出身者の主な退職理由 



介護業界出身者に響くトークまとめ 

同水準以上の条件で、 
肉体的負担が小さくなる 
 
後ろ向きな支援が中心の介護に比べ、 
障害は前向きな支援が中心 
 
新規オープンだから人間関係がクリア、 
しかも即リーダーとして活躍できる 



異動がほとんどなく 
1度人間関係に苦しむと 

一生苦しむ 



 

条　件　提　示



賃金の考え方



管理者
 
目安：25万円
（内訳を工夫する）



管理者 

• (1)  基本給  ：  150,000円／月 

• (2)  調整手当：  40,000円／月 

• (3)  資格手当：  00,000円／月 

• (4)  皆勤手当：  60,000円／月　 

• ＊60時間分の時間外手当 

• （深夜手当含む）として支給する 



世話人 

目安：13.500円/夜勤1回 

（但し最低賃金を遵守する） 



千葉県の最低賃金：925円→基本給：930円 

勤務時間：17時〜翌9時（休憩4時間、12時間労働） 

17時〜22時 930円×5=4.650円 

22時〜翌5時 930円×Ⅰ.25×(7-2)=5.813円 

（深夜業、2時間休憩） 

5時〜6時 休憩時間 

6時〜9時 930円×3=2.790円 

総合計：13.253円→13.500円で募集 



千葉県のある事業所 

17時〜22時　→1000円/1h

22時〜6時  　→仮眠手当5000円/1回

6時〜9時    　→1000円/1h

8時間労働、1回13000円



入社前に用意していただく書類の通達 
 

 

・年金手帳 

・雇用資格者証明書 

・銀行口座情報（通帳のコピー） 

・扶養控除などの申告 

・通勤手当申請書 

・健康保険証 

 

など 



自走社員の育て方
 
「どうすれば社員が勝手に動く
のか？」



全て任せる 



 

サビ管を確保できたら 

即すべきこと 



自身の県（及び隣接県）の 

 

相談支援従事者初任者研修 

（2日間） 

 

サービス管理責任者 

基礎研修 

（全体講義２日＋体験実習１日） 

 

の日程をチェックする 



「実務経験証明書」 

 
をサビ管に手に入れてもらう 

 

※有効期限：3ヶ月 



※参考 

 

ある程度余裕ができたら 

パート社員も実務経験者に絞る 



働きやすい
環境作り

・話のできる環境

・会議

・研修への取り組み

・ストレスマネジメント



働きやすい環境作り

▪ ・話のできる環境の提供

▪ グループホームの世話人・生活支援員は、一人で支援にあたることが多く、その

多くは深夜の泊まりを伴います。入居者の支援について、気になること、うまくいか

ないことがあっても、その場で相談したり、話し合ったりする相手がいない場合が

多くなります。どうしても未解決の課題が解決の糸口を得られないまま、蓄積して

いくことになりがちです。



働きやすい環境作り

▪ そのため解決できない問題に押しつぶされそうになったり、価値観の押し付けに

なっていることに気づきにくい行ったことになりやすくなります。このような状況が続

くと、気持ちの整理ができず、抑うつ的な気分や孤独感、入居者に対して感情的に

なりやすくなったりすることもあります。



働きやすい環境作り

▪ 2周一回（月一）会議や研修の導入

▪ 定期的にスタッフが集まる会議を設けて、顔を合わせ、最近の様子を話し合う機会をつくっておくこ

とが必要です。 意見交換を中心にした会議を設け、限られた時間の中でも現場の様子を出し合

い、支援についてお互い話し合うことが大切です。

▪ また外部研修にスタッフを参加させ知識や気づき等共有し支援の質の向上を図るとともに事業所

内での研修を企画開催することもスタッフを孤独から防ぐことに繋がります。



働きやすい環境作り

▪ ※ストレスマネジメント

▪ グループホームの世話人は、複数の入居者の健康や安全や命を一人で

守る仕事です。無 意識に「失敗は許されない」と思いがちであり、ストレス

が高くなることがよくあることを知っておきましょう



働きやすい環境作り

▪ ストレス発散

▪ 孤立になりがちな世話人こそ、意識的に世話人同士が語らい、仕事の成

果を確認しあ える気の合う仲間が大事になってきます。世話人の仕事の

辛さと大切さは世話人同士が一番わかるのです。時間を忘れていろいろ

なことを話すだけでも、ちょっとしたストレスなど吹き飛んでしまいます。


